『伊藤和也さん追悼写真展』 スタートから終了まで（実行委員会総括）　　2009年11月28日　　　
7月末　掛川・浜松などで写真展を見た人から、天竜でも是非実現したいとの声が上がり、カレーズの会、ペシャワール会に問い合わせたところ、「①50枚のパネル全部を一堂に展示すること ②独立した行事とすること」という条件を示されました。
そこで、『呼びかけ人』として、磐田農業高校・県立農林大学校関係者、ボランテイア団体、ボーイスカウト、僧侶･教師など、思い切って幅広い方々に加わって頂くことを心掛け、最終的には60人の賛同を頂きました。

９月６日　　『呼びかけ人』会議＝第１回実行委員会。チラシ･ポスター配布スタート。
＊代表５名と事務局を選任。静岡県ボランテイア協会の小野田さんのお話。当地の写真展を成功させるための方針を話し合いました。
＊写真展の名称：『伊藤和也さん追悼写真展』　　＊会の名称：『伊藤和也さん追悼写真展実行委員会』

＊この写真展を一人でも多くの人、特に若い人に見てもらうことを重点目標とする。

＊具体的な宣伝方法
①　天竜区、旧豊岡村内の各学校の生徒全員へ、チラシを配布（各学校に依頼して実施）。
②　自治会によるチラシの回覧（各地区で実施）。
③　チラシの新聞折込･全戸配布は行わず、実行委員と協力者による口コミ宣伝を重視。
④　公共施設、道の駅、天浜線の駅、寺院、商店街など要所にポスター貼り出し。
＊チラシ･ポスターなどの必要経費は、出来るだけ実行委員・協力者・市民の事前カンパで賄い、会場での募金は全額『菜の花基金』に拠出できるようにしたい（会の財政も黒字となり、少額ながら基金に拠出）。
県教育委員会、磐田市･浜松市及び同教育委員会、マスコミ関係に後援依頼。NHKを除くすべてＯＫ。

９月1５日　水窪での開催（11/21～23）が決定しました。

磐田農高同窓会水窪支部全員で取り組みを進め、水窪文化会館での展示は大成功を収めました。
１０月１９日　各学校へチラシ（5000枚）持参、各校とも配布を快諾してくださいました。　

この中で、佐久間高校・中学校が、校内展示（11月17日（火）～19日（木））を決定しました。
二俣高校も一学年が全員鑑賞を予定しましたが、インフルエンザによる登校禁止のため実現しませんでした。
春野中学では、全校生徒がバスで来場されました。

水窪中学校、水窪小学校で校内展示が予定されましたが、主催者側の都合で中止。

１１月7日～15日　二俣公民館での展示。　ロビー全体を広く使い、格調高い展示になりました。（1095人）
11月17日～19日　佐久間高校･中学校ロビー展示。校内展示は県下初。（330人）
11月21日～23日　水窪文化会館での展示。当地でのこの種の催しは極めて珍しく、地域の方々の関心も高く、大成功を収めました。（183人）
各会場に直接お越し下さったご遺族、細部までご協力下さった静岡県ボランテイア協会小野田様･カレーズの会･ペシャワール会、様々な点でご援助・ご協力下さった二俣公民館･水窪文化会館をはじめ、この写真展を支え成功に導いてくださった多くの方々に、心から感謝いたします。
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